
道
を
求
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
　
「
こ
の
よ
う
な
動

向
の
中
で
、
卓
越
し
た
政
治
力
を
持
つ
章
三
が
、

政
友
・
昆
政
両
派
提
窃
の
事
業
の
主
導
約
役
割
を

担
う
よ
う
に
」
な
り
、
　
「
県
下
政
治
・
経
済
界
の

統
合
老
」
へ
と
昇
り
つ
め
て
い
っ
た
一
と
い
う

叙
述
で
あ
る
。
恐
慌
が
地
方
政
財
界
に
ど
の
よ
う

な
影
響
を
及
ぼ
し
た
か
よ
く
示
さ
れ
て
い
る
と
い

え
る
だ
ろ
う
。
党
派
対
立
が
政
党
を
活
気
づ
け
、

政
党
内
閣
へ
の
志
向
を
強
め
る
と
い
っ
た
蒔
代
は

も
は
や
過
ぎ
虫
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
今
や

彼
ら
は
対
立
に
か
わ
っ
て
統
合
を
求
め
ば
じ
め
た
。

そ
し
て
政
民
両
党
の
間
に
さ
し
た
る
イ
デ
オ
ロ
ギ

ー
上
の
差
が
な
い
以
上
、
経
済
的
利
害
の
統
合
は

二
大
政
党
の
対
立
そ
の
も
の
を
も
形
骸
化
す
る
方

向
に
進
ん
で
い
く
は
ず
で
あ
る
。
恐
慌
下
に
お
け

る
地
方
政
財
界
の
再
編
成
は
お
そ
ら
く
鳥
取
以
外

で
も
同
様
の
過
程
を
辿
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
若
干
の
印
刷
ミ
ス
が
惜
し
ま
れ
る
が
、
い
わ
ゆ

る
地
方
名
望
家
と
い
う
も
の
が
何
で
あ
っ
た
の
か

を
知
る
う
え
で
、
本
書
は
一
読
に
値
す
る
書
物
で

あ
る
と
考
え
る
。
な
お
同
書
の
執
筆
は
篠
村
昭
二
、

小
谷
進
、
鈴
木
実
の
各
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
分
担
さ
れ
、

徳
永
職
業
、
松
尾
薄
禿
、
浜
崎
洋
三
の
三
無
が
監

修
に
あ
た
ら
れ
た
こ
と
を
記
し
て
お
き
た
い
。

　
　
　
　
（
A
5
判
　
一
ご
五
一
頁
　
　
一
九
七
八
年
　
六
日
〃

米
原
章
銀
徴
刊
行
会
　
二
五
〇
〇
円
）

　
　
　
（
永
井
　
和
　
京
都
大
学
大
学
院
生
）

古
代
学
協
会
編

『
西
洋
古
代
史
論
集
解

　
　
　
古
典
時
代
の
諸
相
』

　
第
二
次
大
戦
後
欧
米
古
代
史
学
界
に
お
い
て
発

表
さ
れ
た
重
要
な
論
文
を
訳
出
し
て
、
そ
の
研
究

成
果
を
吸
収
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
編
ま
れ
た

『
西
洋
古
代
史
論
集
』
は
、
こ
の
第
三
巻
を
も
っ

て
一
応
完
結
す
る
。
先
史
蒔
代
・
古
代
オ
リ
エ
ン

ト
を
扱
っ
た
第
一
巻
『
古
代
文
化
の
形
成
と
発

展
』
、
ギ
リ
シ
ア
と
初
期
ロ
ー
マ
を
扱
っ
た
第
二

巻
『
古
代
国
家
の
展
開
』
の
後
を
受
け
た
本
書
に

は
、
　
ロ
ー
マ
末
期
　
（
二
編
）
、
　
ビ
ュ
ザ
ソ
テ
ィ
オ

ソ
（
一
編
）
、
力
探
リ
ン
グ
朝
（
一
編
）
、
古
代
ロ

シ
ア
（
二
編
）
の
、
計
六
編
の
論
文
が
叡
め
ら
れ

て
い
る
。

　
第
一
論
文
A
・
モ
ミ
リ
ア
ー
ノ
「
キ
リ
ス
ト
教

と
ロ
ー
マ
帝
圏
の
衰
亡
レ
　
（
秀
村
欣
一
一
訳
）
は
、

講
義
論
文
集
．
日
域
・
6
。
⇔
臣
簿
げ
簿
ノ
く
①
窪
℃
㊤
σ
Q
－

霧
帥
ω
雪
幕
α
O
跨
置
文
ρ
臥
¢
帥
β
夢
②
畷
。
錘
夢

○
窪
窪
蔓
、
（
○
改
o
a
翼
霧
。
。
）
の
序
説
と
し
て
執

筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
短
い
な
が
ら
も
、

博
学
を
も
っ
て
知
ら
れ
る
著
者
の
本
領
が
発
揮
さ

れ
た
論
理
明
晰
な
好
況
で
あ
る
。
ロ
ー
マ
帝
国
衰

退
の
要
因
論
諸
説
を
手
際
よ
く
紹
介
し
た
後
で
、

教
授
は
ロ
…
マ
帝
国
の
没
落
と
キ
リ
ス
ト
教
の
関

遷
性
に
、
今
一
度
注
意
を
喚
起
す
る
。
少
な
く
と

も
、
教
会
が
最
優
秀
者
を
吸
引
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
ロ
…
マ
国
象
を
弱
体
化
し
た
こ
と
は
事
実
で
あ

る
。
ま
た
、
教
会
は
帝
国
西
部
に
お
い
て
は
蛮
族

と
交
渉
を
も
っ
て
、
崩
壊
し
つ
つ
あ
る
帝
国
に
取

っ
て
代
っ
た
が
、
東
部
に
お
け
る
教
会
は
、
蛮
族

と
の
戦
い
に
お
い
て
帝
国
を
支
持
し
た
。
即
ち
帝

國
に
対
す
る
教
会
の
態
度
に
明
ら
か
な
地
域
差
が

見
ら
れ
る
こ
と
を
、
著
者
は
指
摘
す
る
。

　
第
二
論
文
A
・
H
・
巫
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
「
獄
ー

マ
帝
国
の
衰
退
」
　
（
杉
村
貞
臣
訳
）
も
、
第
一
論

文
と
同
様
の
テ
ー
マ
を
扱
っ
て
い
る
。
著
者
は
、

数
多
い
ロ
ー
マ
衰
退
原
因
論
の
中
か
ら
、
特
に
次

の
三
点
を
取
り
上
げ
る
。
第
一
は
心
理
学
的
要
諦
　

で
、
古
典
古
代
社
会
を
支
え
て
い
た
市
民
精
神
が

衰
退
す
る
と
共
に
、
キ
リ
ス
ト
教
を
は
じ
め
と
す

る
個
人
的
・
神
秘
的
宗
教
が
盛
ん
に
な
り
、
隠
遁

主
義
の
風
潮
が
広
ま
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
第
二
は

経
済
的
要
因
で
、
農
民
層
の
没
落
と
耕
地
面
積
の

縮
小
、
及
び
軍
人
・
宮
吏
・
聖
職
者
な
ど
の
非
生

産
的
な
人
口
の
増
加
に
伴
う
「
民
力
の
不
足
」
が
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挙
げ
ら
れ
る
。
第
三
点
と
し
て
著
者
は
、
帝
国
の

西
方
と
東
方
の
状
況
を
比
較
し
つ
つ
、
東
方
帝
国

が
安
泰
で
あ
っ
た
に
も
拘
ら
ず
西
方
帝
国
の
み
が

崩
壊
し
た
こ
と
を
示
し
、
そ
の
要
因
を
様
々
な
面

か
ら
解
明
し
よ
う
と
試
み
て
い
る
。

　
第
三
論
文
J
・
L
・
テ
ィ
ア
ル
「
ユ
ス
テ
ィ
ニ

ア
ヌ
ス
帝
時
代
の
軍
隊
に
お
け
る
異
罠
族
」
　
（
杉

村
貞
諸
訳
）
は
、
ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
一
世
目
代

の
ロ
ー
マ
帝
國
軍
に
お
け
る
「
異
民
族
」
の
比
重

が
、
時
代
が
下
る
に
つ
れ
て
質
量
両
面
で
増
大
し

て
い
る
こ
と
を
、
主
と
し
て
プ
ロ
コ
ピ
ウ
ス
の
記

述
を
典
拠
と
し
て
論
じ
て
い
る
。
テ
ィ
ア
ル
に
よ

る
と
、
異
民
族
の
割
合
が
急
に
増
加
し
た
最
大
の
幽

原
因
は
、
五
四
一
年
か
ら
の
ペ
ス
ト
の
大
流
行
に

よ
る
人
口
減
少
で
あ
る
と
い
う
。

　
第
四
論
文
「
カ
ロ
リ
ソ
グ
朝
の
軍
隊
に
お
け
る

自
由
党
」
　
（
石
川
声
誉
）
の
著
者
H
・
ダ
ソ
ネ
ソ

バ
ウ
ア
ー
は
、
い
わ
ゆ
る
「
国
王
自
由
人
学
説
」

の
主
唱
者
の
一
人
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ク
時
代
の
自

由
人
が
ゲ
ル
マ
ン
時
代
の
自
由
人
の
末
蕎
で
は
な

く
て
、
フ
ラ
ン
ク
王
権
の
も
と
で
新
た
に
作
り
出

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
主
張
す
る
著
者
は
、
本
論

文
に
お
い
て
も
、
カ
ロ
リ
ン
グ
朝
の
勅
令
に
あ
ら

わ
れ
、
軍
隊
を
溝
成
し
て
い
た
と
言
わ
れ
る
「
自

由
人
」
が
、
古
典
学
説
の
い
う
コ
般
自
由
人
」

で
は
な
く
て
、
　
「
王
領
地
に
住
む
が
ゆ
え
に
軍
役

と
貢
租
の
義
務
を
負
っ
て
い
る
」
い
わ
ゆ
る
「
国

王
自
由
人
」
で
あ
る
と
推
定
し
て
い
る
。

　
第
五
払
心
室
n
・
H
・
ト
レ
チ
ャ
ー
コ
フ
「
皿
収
士
H

の
く
ル
ー
ス
カ
ヤ
・
ゼ
ム
リ
ヤ
…
〉
の
居
住
民
の

起
源
に
つ
い
て
し
及
び
第
六
論
文
ヴ
ァ
ロ
…
ニ
ソ

凪
チ
ハ
ー
ノ
ワ
「
一
〇
一
＝
二
世
紀
の
ロ
シ
ア
文

化
発
展
の
途
」
　
（
共
に
清
水
睦
夫
訳
）
は
、
わ
が

国
に
お
い
て
従
来
ほ
と
ん
ど
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ

と
の
な
か
っ
た
古
代
ロ
シ
ア
を
扱
う
、
非
常
に
興

味
深
い
論
考
で
あ
る
。
議
論
そ
の
も
の
は
複
雑
で

あ
る
か
ら
、
論
文
の
末
尾
に
訳
者
が
付
さ
れ
た
懇

切
な
解
説
を
参
照
し
て
頂
き
た
い
。

　
本
書
に
収
め
ら
れ
た
稟
質
の
論
考
の
う
ち
に
は
、

普
通
「
西
洋
古
代
史
」
に
は
含
ま
れ
な
い
も
の
も

一、

�
?
る
が
、
既
成
概
念
に
捉
わ
れ
な
い
幅
広

い
「
古
代
学
」
の
標
榜
が
、
古
代
学
協
会
の
方
針

で
あ
る
。
た
だ
、
本
論
集
全
三
巻
を
通
じ
て
、
収

録
論
文
の
扱
う
領
域
が
や
や
か
た
よ
っ
て
い
る
こ

と
が
気
に
な
る
が
一
例
え
ば
ロ
ー
マ
史
に
関
し

て
言
え
ば
、
ご
く
初
期
と
帝
国
末
期
に
関
す
る
論

考
の
み
で
あ
る
一
i
紙
幅
の
制
約
と
わ
が
国
に
お

け
る
古
代
史
研
究
の
現
状
に
照
ら
せ
ば
、
多
く
を

望
む
こ
と
は
困
難
で
あ
ろ
う
。
今
後
と
も
、
よ
り

大
規
模
な
形
で
、
こ
の
種
の
問
題
提
起
的
な
翻
訳

論
文
集
が
刊
行
さ
れ
る
こ
と
を
、
切
望
す
る
次
第

で
あ
る
。

　
　
　
（
A
五
判
　
二
〇
二
頁
　
　
九
七
八
年
九
月

　
　
　
束
論
承
大
学
出
版
ム
瓜
　
一
一
工
ハ
○
○
円
）

　
　
　
　
　
　
（
大
西
陸
子
　
京
都
大
学
大
学
院
生
）

『
史
林
』
投
稿
規
定

◇
資
格
　
本
会
会
員
で
あ
る
こ
と

◇
投
稿
受
付
原
稿
の
種
類
、
長
さ
な
ど

　
○
研
究
論
文
・
研
究
ノ
ー
ト

　
　
四
〇
〇
字
詰
五
〇
枚
程
度

　
　
研
究
論
文
に
は
四
〇
〇
字
以
内
の
「
要

　
　
約
」
と
、
　
「
英
文
要
約
」
を
添
付
の
こ

　
　
と
（
研
究
ノ
ー
ト
に
は
両
方
と
も
不
要
）

　
○
学
会
動
向
。
批
判
と
反
省

　
　
四
コ
口
字
詰
三
〇
枚
以
内

　
○
書
評
　
四
〇
〇
字
詰
二
〇
枚
以
内

　
○
紹
介
　
四
〇
〇
字
詰
三
枚
程
度
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